
　県民せいきょうは、環境の取り組みを重要な社会的責任の一つとして位置づけ、組合員や地域社会の皆さんと共に、持続可能な循環型社会の
実現をめざします。生協の事業活動を通じて「地球温暖化防止」「循環型社会の実現」「社会との調和」の取り組みを行い、豊かな暮らしと地球環
境保全の実現をめざします。
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温室効果ガス削減計画

BEMS（ハーツはるえ）
店舗のショーケースを自動
管理するエネルギー管理シ
ステムBEMS。

セラミックタイル
光の反射により店内を明るく見せる
ことができます。

リーチインショーケース デュアルインショーケースベース照明LED
ハーツ全店でベース照明のLED化
を実現しました。

デマンドシステム
（三方五湖店を除く9店）

デマンドによる電気
使用の「見える化」。
職員の意識を高め
ています。
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CO2排出量　2020年までの温暖化防止自主行動計画の次期計画と
して、2030年までに2013年対比40％の温室効果ガス
削減することを目標に設定して取り組みを進めています。
施設の省エネは、新規出店、改装時を中心に、またフロン
対策に合わせて機器の入替えや導入を行っています。ま
た、省エネだけでなく、電力会社の見直し（わかさ）や、再
生可能エネルギーの開発研究などを進め、エネルギー削
減に向けての取り組みを進めています。

ハーツの省エネ対策
　ハーツ全店でデマンドシステムやBEMS
（ビルエネルギーマネジメントシステム）を
導入し、省エネと省コストの実現を図りま
した。運用改善では、季節ごとの空調・
ショーケースのこまめな設定変更や照明
カット、ショーケースや室外機の清掃やナ
イトカバーの徹底による夜間電力の低減
などを進めました。

太陽光発電システムの設置拡大
　固定価格買取制度（FIT：Feed-inTariff）を
活用し、自然エネルギー発電の普及を進め
ています。発電規模は16ヶ所で2,358ｋWと
なりました。

生協グループの発電設備
（16ヶ所 2,358kW）

・丸岡物流センター（坂井市） 350kW

・丸岡物流センター（増設） 100kW

・本部センター（福井市） 30kW

・嶺北センター（福井市） 273kW

・丹南センター（鯖江市） 55kW

・敦賀支所（敦賀市） 55kW

・ハーツはるえ（坂井市） 55kW

・ハーツ羽水（福井市） 55kW

・ハーツ学園（福井市） 55kW

・ハーツ志比口（福井市） 55kW

・ハーツさばえ（鯖江市） 55kW

・ハーツたけふ（越前市） 55kW

・ハーツつるが（敦賀市） 55kW

・ハーツわかさ（小浜市） 55kW

・第2生鮮加工センター（福井市） 55kW

・その他（福井市） 1,000kW

※2020年4月現在

エコセンター
　組合員や事業所から出る紙やプラ類を集約し、品質の高いリサイク
ルの一次加工を行う施設を2015年6月に設立しました。県民せい
きょうグループ「一般社団法人ほのぼのハーツ」で障がい者雇用を行
い、就労支援の場づくりとしても位置づけています。

買物袋持参運動（リデュース）
　2007年10月にハーツつるがで、福井県内の食品スーパーとして初めてレジ袋
の有料化を実施し、２０２０年４月からはハーツわかさでも有料化を行い、全店に
展開しました。2019年度は5団体・行政にレジ袋の収益金の寄付を行いました。

レジ袋の販売によって得た収益は、地域の環
境団体への寄付と環境分野の組合員活動に
活用しました。

■持参率年次推移
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リサイクルステーション
　「リサイクルステーション」では、家庭から出る古紙（新聞紙・チラ
シ・雑誌・その他雑紙）と廃食油（てんぷら油）を回収しています。集め
た古紙は再生紙として、廃食油は飼料や肥料、石けんなどにリサイク
ルされます。

2019年度（2019年4月～2020年3月）

古紙………1,293,390ｋｇ回収

廃食油 ………16,710ｋｇ回収

エコセンター外観

大型圧縮機では、１tの古
紙の塊を作っていきま
す。異物などは職員の手
で取り除きます。

「生ごみ」を「資源」に
～リサイクルループの取り組み～

産直商品として
ハーツへ

生ごみを堆肥化
処 理商 品

産直生産者が堆肥を
使って野菜を生産

生 産

ハーツから
生ごみ排出

排 出

■坂井市　■敦賀市　■エコプラザさばえ
■福井市のくらしと環境をよくする会
■小浜市消費者協議会

2019年度寄付先福井県民生協で回収している資源とリサイクル品

ダンボール

新聞紙 新聞折込チラシ

注文書（コープファミリー等）

飲料用紙パック

個人仕分袋・注文書袋

ペットボトル

卵パック

発泡トレイ

アルミ付紙パック エコキャップ

小型家電

天ぷら油[廃食油]

紙製品

新聞紙など

注文書

プラスチック製品

ペット素材の原料

紙製品

原料

飼料や石けん

プラスチック製品

2019年度エコセンター回収実績
注文書………………1,670,753kg
ダンボール……………665,472kg
新聞紙 …………………129,559kg
プラスチック類……………91,197kg

食品ロス削減・食品リサイクルの取り組み
　毎日発生する食品廃棄物を再利
用するリサイクルループの取り組
みを行っています。

※たけふ、わかさ、三方五湖では、
　堆肥化リサイクルは行っていません。

■堆肥化率
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容器包装リサイクル（ハーツ店頭回収・コープの宅配配送時回収）

　地域の再生資源の回収拠点と
して県内小売の中でも最もたくさ
んの容器包装を回収しています。

リサイクルBOX

50,0000 100,000 150,000 250,000200,000 （単位：kg）

牛乳パック 食品トレイ PETボトル 卵パック（A-PET） 個人仕分袋

■容器包装リサイクル回収量推移

2019年

2018年 合計 202,356

17,1198,706

47,014 64,349

19,5817,817

46,251 60,15268,555

合計 207,11669,928
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